
OECD・ITF/TRCの体制
ITF（国際交通フォーラム）

交通政策に関する意見交換を行う国際組織 （加盟国：72か国、本部：パリ）。毎年５月、独・ライプチヒ
において大臣会合を開催

ITFの管理機構。ITFの各加盟国の交通大臣によって代表される。

ITF加盟国の交通運輸関係省庁の高位代表者で構成。研究計画（Programme of Work, PoW）及び
予算案の審議、作成、承認。

CMT（交通大臣会合）

TMB（交通運営理事会）

ECMT MQ（欧州運輸大臣会議多国間クォータ制）関連事項、その他欧州における道路交通に関する課
題のうち、TMBの欧州加盟国が全会一致で採決したものを管轄。ECMT MQに参画するITF加盟国で構成。

毎年年次サミットの準備を使命として設置。参画を希望するITF加盟国の代表者によって構成。

交通に関する研究及び政策課題に取り組むITF職員で構成されるITFリサーチセンターの研究を監督。
また、ITFのすべての調査研究と政策分析活動を監視。TRCの委員は、ITF加盟国により任命。

交通政策に関する重要関係者と高レベル協議の場を提供し、産業界との情報交換及びネットワーク形
成を促し、グローバルな企業主体に向けてITFの活動に参画を呼びかけることを目的とする。明確な国
際的視野のもとに事業を展開しながら、交通分野あるいはこれに類する領域において貢献し、同時に
ITFに助成金を拠出することに賛同する企業によって構成。

TRC （交通研究委員会）

サミット・タスクフォース

RTG（道路交通グループ）

CPB （コーポレート・パー
トナーシップ・ボード）

ITFの全機構とITF議長国を支援。事務局

支援組織

PoW2026-27（4WG、2RT、3PP&WS） 2年間の研究計画。

① レジリエンス：大規模交通インフラの維持と適応のための資金調達 [WG]

② インフラ投資の必要性を示すための論拠構築 [WG]

③ 交通のインフラ及び運用における効率性とレジリエンスの均衡 [RT]

④ 交通当局のAI活用による効果的な政策改善 [RT]

⑤ 既存の道路交通システムにおける自動運転車両の導入 [PP+WS]

⑥ 中小都市と地方におけるレジリエントなモビリティ [WG]

⑦ 貨物輸送の効率性とデジタル化 [WG, PP+WS]

⑧ 移動の実態と交通システムの有効性を測定するデータと統計の活用 [PP+WS]

⑨ モビリティ計画のための地方自治体の役割、責任、能力 [PP+WS]

※ [ ]内は開催形式。WG: ワーキンググループ、RT: ラウンドテーブル、PP: ポジションペーパー、WS: ワークショップ ※⑦は、WGに加え、PP&WSでも実施。


